
　近年導入が進んでいるディーゼルハイブリッド車両や，
非電化区間での走行が可能なバッテリー搭載電車など，走
行用バッテリーを搭載した鉄道車両への間欠的な給電方法
の一つとして，鉄道車両用非接触給電システムの開発を行っ
ています。本システムは一般的な架線―パンタグラフ等に
よる給電方式に対し，非接触で摩耗がないためメンテナン
ス低減がとなる，また充電部が露出しないので，異物介在
による地絡や感電のリスクが低減されるといったメリット
があります。これまでに原理実証システムの製作を行って
いますが，車上―地上間ギャップの余裕が小さく，また
100～300kW程度の大電力を集電するには車上集電コイル
の設置に大きなスペースが必要で，艤装の点で改善が必要
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でした。そのため実用性を高める目的で，新たな車上集電
コイルについての検討を行い，ギャップを2倍以上に拡大
しつつ，集電電力密度を約3倍に高めた設計を行いました。

表　車上集電コイル設計例


